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（論文内容の要旨）  
 
 本論文は、マンガン (Mn)を 3~10wt%含む炭素鋼として定義される中 Mn 鋼である、







れている。鉄鋼材料の場合、そうした高強度鋼は Advanced High Strength Steel (AHSS)
と呼ばれ、優れた力学特性かつ経済性を目指して開発・研究が行われている。第三世























冷することで DP 組織が獲得可能であることを示している。  
 
 第３章では、第２章で見出した 4Mn-0.1C 鋼の動的フェライト変態について、加工温
度およびひずみ速度を変化させて、加工条件が組織形成および力学特性に及ぼす影響
を調べている。加工温度およびひずみ速度を変化させてオーステナイトを加工するこ






































 第６章は総括であり、本研究で得られた結果を要約し、総括している。  
 
（続紙 ２ ） 
 氏 名 伊東 篤志 
（論文審査の結果の要旨）  
 本論文は、マンガン (Mn)を 3~10wt%含む炭素鋼として定義される中 Mn 鋼である










かにした点は、中 Mn 鋼の利用を考える上で有益な成果である。  
２．元素分析の結果、フェライトとマルテンサイト間で Mn の濃度差が認められた
め、動的フェライト変態においては分配局所平衡が選択されることを明らかにし








Si の添加が残留オーステナイトの発生を促進しないことを初めて明らかにした。  
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